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（公印省略） 

 

３０保予第４１５号 -２ 

                             平成３０年８月３１日 
医療機関の長 様 

久留米市保健所長 内藤 美智子 

                         （ 保 健 予 防 課 ） 

 

腸管出血性大腸菌感染症発生報告数の増加について（依頼） 

 

時下、貴職におかれましては、益々御清栄のこととお慶び申し上げます。 

 さて、例年夏から秋にかけ腸管出血性大腸菌感染症の発生が増えますが、今年度は例年

に比べて特に乳幼児の腸管出血性大腸菌感染症の発生が増えています。 

 乳幼児や高齢者は「溶血性尿毒症症候群」など重症化しやすく、保育園等の集団生活の

中で感染が広がる可能性も高くなりますのでご指導のほどよろしくお願いします。 

 また、腸管出血性大腸菌感染症と診断された場合には、感染症の予防及び感染症の患者

に対する医療に関する法律第１２条第１項の規定による届出を直ちにご提出いただきます

ようお願いします。なお、届出票は、厚生労働省ホームページよりダウンロードできます。 

 

＜参考＞ 

・厚生労働省 HP「感染症法に基づく届出について」 

https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou11/01-03-03.html 

・厚生労働省 HP「保育所における感染症対策ガイドライン(2018 改訂版)」 

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyo

ku/0000201596.pdf 

 

■腸管出血性大腸菌感染症患者・感染者の久留米市保健所への届出状況（単位：人） 

年 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 計 

２８ ０ ０ ０ １ ０ ２ ０ １ ３ １ ０ ２ １０

２９ ０ ０ ０ ０ １ ２ １ １ ２ １ ２ ０ １０

３０ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ６ ３１ ― ― － － ３９

 

 ■腸管出血性大腸菌感染症患者・感染者の公表分(7 月～8 月 27 日現在) 

7 月 9 日 50 歳代  男 O‐１５７ VT1VT2 入院 

7 月 13 日 １歳  男 O‐１５７ VT1VT2 入院 

8 月 3 日 ４歳  男 O‐１２１ VT２ 通院 

8 月 5 日  上記接触園児 O‐１２１ VT２ 通院 

8 月 9 日 10 歳代  女 O‐１２１ VT２ 入院 

8 月 16 日 6 歳  女 O‐２６ VT１ 通院 

8 月 20 日   上記接触者 O‐２６ VT１ 通院 

8 月 20 日   上記接触者 O‐２６ VT１ 通院 

 

 

 （平成 30 年 8 月 27 日現在） 

【お問い合せ先】 

 久留米市保健所保健予防課 感染症チーム 執行・竹下

 TEL：0942-30-9730 FAX：0942-30-9833 




